
  

 

 

 

 

 

 

止められなかった消費税増税与野党合意へのみちすじ 
 

河井克行代議士が呼びかけ人となり結成した『消費税増税を考える会』は、党

内に輪を広げ活発に活動をしました。竹中平蔵・元参議院議員を講師に招いた

勉強会など十数回の会合を重ね、党執行部に対しては「民主党政権によるデフ

レ経済下のバラマキつけ払い増税に加担するべきでない」と何度も申し入れを行

いました。 

この時期に、しかもこんな内容の消費税増税を強行するべきでないと主張する

河井克行代議士ら『消費税増税を考える会』の動きは、党内多数の声なき声を

代弁していましたが、民主党との修正合意に突き進んだ自民党執行部の路線を

変えさせることはできませんでした。しばしば暗礁に乗り上げた与野党交渉の過程

で、助け船を出しつづけたのは、党執行部ならびに一部の長老議員。こうまでして、

民主党との合意を急いだわけは、与野党幹部が、消費税増税を材料にして、密

室談合による、選挙を経ない大連立を模索しているからではないか、疑念は尽き

ません。 

５％増税のうち４％分は既に綻びが明らかになっている医療・介護・保険の現

行制度の維持のために使われます。崩れつつある現行制度をそのまま続けれ 

ば、さらなる巨額の税金を投入しなければならなくなるのは明らか。だからこそ、河

井克行代議士たちは、社会保障分野だけにとどまらない、国のあり方そのものを

根こそぎ大変革する「国のかたち・経済・財政一体改革」を訴えたのでしたが…。 

これだけ重要な案件にもかかわらず、河井代議士らが繰り返し要請した『全議

員・選挙区支部長懇談会』の開催は、党議決定をしたあと。予想した通り、懇談

会に詰めかけた国会議員や全国各地で活動中の党選挙区支部長たちは口々に

今回の消費税増税決定への疑問や批判を述べていました。現執行部にはみん

なの幅広い意見を聞く姿勢が見られません。 

国民の声を真摯に聞き、国民に明確な指針を示す、まったく新しく生まれかわ

った自民党を河井克行代議士は仲間とともにつくっていきます。 
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